
  

施設園芸での作業効率アップ！研修会を開催 

～「GAPをする」の普及～

                 　　　　　　　　　　　　　　（広域推進　情報・クリーン・有機） 

◆活動年次：令和６年度                                   

◆対象：新規参入者を中心とした作業効率アップ志向農業者 

 

１　課題の背景 

  ・日高管内は施設園芸の新規参入者が多い。 

　・営農開始当初から従業員を雇用して経営を行うことが多い。 

　・効率的な管理作業ができず、作業が後手に回っている事例もある。 

　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

                                             

  

 

 

 

 

 

２　活動の経過  

　・「GAPで効率化を実践している外部講師」を依頼するため振興局農務課と相談 

　・地域係長と連携し、新規参入者が求める研修をリサーチ 

　・外部講師にリサーチ結果を伝え、講演に盛り込むように依頼 

　・研修会開催の周知に「JAコネクト」を利用 

　・農閑期→冬道の長距離運転を避けるためZoomも併用 

　・農務課、普及センター担当と役割分担　                                   

       

３　活動の成果 

   

 　

 

    

                          

 

 

 

 

４　今後の対応（アンケート調査結果より） 

　・特に解決したい農業経営の課題：「生産性の向上」 

　　　　　　　　　　　　　　　　「作業の段取りや計画の効率化」 

　　　　　　　　　　　　　　　　「従業員の教育・管理」など 

　・今後の研修希望：「生産性向上のための最新技術（IT、IoT、スマート農業など）の導入方法」　 

　　　             「作業工程の見える化や管理ツールの活用方法」 

          　　　　「労務管理や従業員のモチベーション向上策」など 

     

 

 
担当主査

担当主査

GAPの手法を使えばいいけど、「GAPアレルギー※」

が広がっているし・・・

アンケート調査結果（回答17名） 

・研修内容について 

　「非常に役立った」「役立った」が100％ 

新規参入
新規参入

今年の反省を来年に活かす方法が

わからない

パートさんて、どうやって集めれ

ばいいのかな？

※GAPアレルギーとは 

　 GAPと聞くと「お金がかかる」「書類作

り」「面倒」等の負のイメージが浮かび、

それ以上話を聞く気がなくなる症状。
ほ場の見える化、工程の明確化、整理整頓の実

施、作業者への教育訓練等、作業の効率化に良い

アイテムを、どうしたら伝えられるかなぁ

担当主査
地域係が新規参入者に個別に

声かけをしてくれたよ！

事務的なことは農務課、地域

リサーチは普及、得意分野で

役割分担！

効率アップのヒ

ントをたくさん

もらえた

人員配置の仕方が

勉強になりました

これらの課題や希望に応えられるような研修会を、

地域係・農業者と一緒に検討していきます。

外部講師2名が、GAP手法での改善の具体例を講演。 
新規参入者を中心に農業者28名・関係機関25名が参加。

内半数はZOOMを利用。


